
第3069回例会(第9回) 9月18日(木) 例会 食事ビュッフェ11:30～ 点鐘：12:30

 例会場：焼津グランドホテル

司会 副幹事 岩田 州生 君

ロータリーソング斉唱 ソングリーダー 奥山 光浩 君

♪我等の生業 ♪4つのテスト

ゲスト 一般社団法人 トリナス みんなの公民館まる

センター長 鈴木 貫司（すずき かんじ）様

今日はうれしい報告からです。
今年3月に病に倒れ、半年ちょっと入院をしていました金丸
好孝君が退院し、久しぶりに例会に出席してくれました。ま
だ後遺症が残り不自由な面もあると思いますので、無理をし
ないでゆっくりと養生していただきたいと思います。皆さん
も、何かお手伝いできることがあればフォローしてあげて下
さい。
昔から「暑さ寒さも彼岸まで」ということわざがあります

が、先月までの猛暑に比べたら、朝晩はかなり過ごしやすい
季節になりました。そこで、この時期になるとヒガンバナを
あちこちで目にするようになります。ヒガンバナの原産地は
中国大陸ということで日本では帰化植物ということになりま
す。ヒガンバナの名前は、秋の彼岸ごろ、突然に花芽のつい
た茎を伸ばして鮮やかな赤い花を咲かせるということに由来
します。別名は曼珠沙華、カミソリバナ、シビトバナ、葬式
バナなど、地域によってさまざまな呼び方があります。
一般的な球根の植物は、チューリップやユリのように、

先に葉を出してから花芽が出ますが、このヒガンバナはこの
時期になると、何もないところから突然花芽をのばして花を
付けるというところが不思議な植物です。これは、土の中の
温度の変化だけで季節を感じて茎を伸ばすという事だそうで
す。
そして、花が終わる10月頃から濃い緑色の葉が束のように

なって伸びて冬を越して、他の植物が茂りだす初夏になると
葉を枯らして地面から見えなくなるという特性があります。
ヒガンバナの球根には強い毒があって、これを田んぼや畑

の縁に植えることによって、モグラやネズミなどの害獣対策
に当てたというふうにも言われておりますが、逆に製薬原料
として様々な薬として用いられたこともあるということです。

会長 村田 昌弘 君

一般的な赤いヒガンバナの学名は、リコリスラジアータ
といいますが、最近では、品種改良が進み園芸品種として、
リコリスアルビピンクとかさつま美人、真夏のクリスマス
など多くの種類が出回っていて、色も白、黄色、オレンジ、
ピンク、青紫など多くのものがあります。
花言葉は色によって異なりますが、赤い花は「情熱」や

「独立」といったエネルギーを感じるものがある一方、
「あきらめ」や「悲しい思い出」など死を連想させる言葉
もあります。
今年は、この暑さで少し遅れているようですが、これか

らあちこちでヒガンバナを目にすることがあると思います。
こういったことで、季節の移り変わりや秋を感じるという
のもいいかなと思います。

幹事 村松 英和 君

①11月13日行われる優良企業訪問の事業計画と校長会と
語る会の事業計画が承認されました。

②台風15号災害義援金に協力する事となりました。
③青少年奉仕委員会の新規事業で柔道市民大会の協力
が承認されました。

④11月の例会プログラムが承認されました。



今年の3月に脳出血で倒れ、半年間入院リハビリをしてい
た金丸君が自身の経験と復帰の挨拶をしました。
原因となる喫煙、寝不足、ストレス、過度の飲酒を挙げ、
特に喫煙が血管を傷つけるとのことで、禁煙を皆様に強
く勧めてくれました。

復帰の挨拶 金丸 好孝 君

①近隣クラブより例会変更通知が届いておりますので回
覧します。

②台風15号の災害義援金の募金箱を回します。ご協力お
願いします。

③本日11月の例会プログラムを配布させ頂きました。
④本日より地区大会の出席を取ります。
対象者は理事役員・委員長・昨年の地区大会より
入会1年未満の皆様です。

⑤次回例会は10月1日文化センター大ホールで13時からと
なります。尚、お食事を済ませて出席ください。

幹事 村松 英和 君

「優良企業訪問例会について」
11月13日(木)に静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校で
行われる訪問例会ですが、11時に受付開始となります。
11時30分から12時まで授業参加、12時30分まで例会、
お弁当をお渡しし、解散となります。本日から出欠席
をとらせて頂きます。

「焼津市校長会と語る会について」
11月14日(金)に焼津神社で理事・役員、委員長、新会
員を対象に焼津市校長会と語る会を開催します。14時
30分開始となります。本日から出欠席をとらせて頂き
ます。

職業奉仕委員会 委員長 塩川 彰 君

「新規委員会活動について」
今年度の活動について、これまでのボートレース大会
などに代わる新たな青少年支援の取り組みを、委員会
で検討してまいりました。その中で「焼津市民スポー
ツ祭」に目を向けたところ、各団体の参加数が非常に
少なくなっている現状が見えてきました。武道競技会
では、今年も柔道大会が開催される予定で、今年で第
74回目を迎えます。かつては440名の参加がありました
が、現在は30数名程度にまで減少しています。そこで
今年は、この柔道大会の一環として、道場対抗の小学
生・幼稚園児を対象とした年齢別大会を、焼津ロータ
リークラブの後援により復活させることとなりました。
この件は理事会でも承認をいただいております。大会
は、10月13日（日）10時より開会式を行い、午前中で
終了予定です。会場は、焼津神社の隣にある市民体育
館です。優勝チームには、焼津ロータリークラブより
トロフィーの贈呈も予定しております。ぜひ多くの皆
様にご来場いただければと思います。

青少年奉仕委員会 委員長 豊嶋 恒之 君

「グローバル補助金事業の経過報告」
タイのバンコク病院への麻酔器贈呈プロジェクトは、
当初の値上がりと資金調達の困難を乗り越え、村田会
長と戸中財団委員長の署名をもって申請が完了しまし
た。今後は、地区のロータリー財団のチェックを経て
スムーズに進む予定です。2月に贈呈式の運びになりま
す。皆様、予定頂けると思っております。

国際奉仕委員会 委員長 大畑 邦明 君

「IMリハーサルについて」
10月1日（月）の午後1時より、文化会館にて例会を行
います。その際、IMのリハーサルも実施いたしますの
で、よろしくお願いいたします。各担当役員の皆さん
は、それまでに各部門への周知を徹底していただくよ
うお願いします。当日は、部門ごとに簡単なリハーサ
ルを行う予定ですので、ご協力をお願いいたします。

IM実行委員会 委員長 青島 直久 君

「島田RCガバナー公式訪問、帯同の様子」

ガバナー補佐事務局



青島 直久 君（島田RC）
杉本 昭 君 （島田RC）
深沢 英雄 君（島田RC）
横山 敦史 君（静岡RC）

会員数 出席数 出席率
9月4日
M-UP

9月4日
確定
出席率

9月18日 58(57) 43名 75.44% 4名 82.46%

卓話者：一般社団法人 トリナス
みんなの公民館まる
センター長 鈴木 貫司 様

演題「子ども若者を地域で支える
みんなの公民館まるの実践」

・みんなの公民館「まる」の理念と活動
「人生の寄り道」をコンセプトに、子供たちが目的を持
たずに好きなことに没頭できる場所として1年前に設立
され、小学生が企画した「ジュースでの飲み会」や、地
元のスープ屋と協力したスープ販売など、子供たちの
「やっ てみたい」を実現し、自己肯定感を育む活動を
展開しているとの事です。

・中高生・若者による「スキマルシェ」
中高生や大学生が中心となり、自分たちの好きなことを
表現・発信できるマルシェを企画・運営。実行委員会を
組織し、看板やチラシ作成、SNSでの告知、店舗への掲
示依頼まで、若者たちが主体的にチャレンジしていると
の事です。

・地域新聞の制作・発行
中高大学生が記者となり、地域の商店街や企業にインタ
ビューを行い、記事を執筆。元静岡新聞記者のアドバイ
スを受けながら、年に2回新聞を発行し、若者が地域を
知り、地域とつながる活動となっているそうです。

・キャリア教育事業「ミラジョブ」
職場体験機会が減少している中高生のため、地元企業を
知る機会を創出する事業。2025年7月19日に合同企業説
明会「ミラジョブフェス」を開催し、130名の中高生と
15社が参加し、夏休みには80名が職場体験に参加してく
れたそうです。

・「まる」の運営モデルと今後の展望
子供たちからは利用料を取らず、法人や個人の寄付に
よって運営。現在は助成金も活用しているが、1年後に
は寄付のみで運営する「焼津モデル」の確立を目指して
いるそうです。
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